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●●●編集後記

▶本号の特集は，「専門診療科に繋げる－遺伝性疾患の鑑別診断」を
取り上げました。これまで臨床においては，患者の家族歴，あるいは個人
の重複癌や多重癌などの既往からはじめて家族集積性を有する遺伝性
疾患に気づいた経験も少なくありません。また，放射線科医が各領域にみ
られる特徴的な画像所見から遺伝性疾患の可能性を指摘することも多く
ありました。一方，最近では次世代シークエンサー技術の進歩により遺伝
子配列の解析が容易にできる時代となり，遺伝性疾患に対する考え方や
取り組み方も大きく変化しています。このようなゲノム医療の進化をふまえ
て，本特集では遺伝性腫瘍のほか，各領域における遺伝性疾患について，
各専門家の先生方に最新の遺伝子疾患の診断についてまとめて頂きま
した。今後，このような遺伝子情報の解析をふまえての新しい治療法の開
発や新しい医学的管理が行われる中で，あらためて遺伝子疾患における
画像診断の重要性を理解しておきたいと思います。また，近い将来には，
遺伝子情報も人工知能（AI）を用いた医療に活用されることは間違いな
く，これまで以上に我々の画像診断に馴染みの深い重要な情報になると
思います。読者の皆さまも，ぜひご一読ください。
▶新型コロナウイルス感染症が日本でも流行しはじめ，我々の日常生活に
も多大な影響を与えています。昨年 12 月頃に最初は，中国湖北省武漢
市において病原体不明の肺炎と指摘され，やがて多くの患者が家畜や野
生動物を扱っていた海鮮市場に出入りしていたことがわかりました。コロナ
ウイルスの感染源は，現在のところコウモリとみられており，コウモリからさら
に野生動物，例えばタケネズミやアナグマ，あるいはヘビなどに感染し，こ
れらの動物を扱っていた市場で，野生動物の糞や唾液からヒトへ感染した
可能性が指摘されています。このような疫学的な解析と同時に現在では，
遺伝子解析によりウイルスの塩基配列を解読し，進化的に関連するウイ
ルスの系統樹を作成することもできるとのことです。コロナウイルス感染症
の一日も早い終息を心から願っています。
� 今井　裕
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